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を参照。また、パネンベルクの議論の批判的検討としてはマーフィーの研究が重要である。      
Wolfhart Pannenberg, Wissenschaftstheorie und Theologie, Suhrkamp Verlag 1977              
Nancy Murphy, Theology in the Age of Scientific Reasoning, Cornell University Press 1990 
(2) ティリッヒの23年の学の体系論(Tillich[1923])については、次の拙論を参照。                       
芦名定道『ティリッヒと弁証神学の挑戦』（創文社 1995年） 172-183頁 
(3) Ted Peters, Introduction, in: Ted Peters(ed.), Science and Theology. The New Consonance, 
   Westview Press 1998, pp.17-18 
  また、現代キリスト教思想における科学論の問題状況については、次の拙論を参照。  
   芦名定道『近代科学の成立と自然神学の関連をめぐって－ニュートン主義の神学的受容を中心に       
－』（平成１０，１１年科学研究費補助金（基盤研究(C)(2)）研究成果報告書 研究代       
表者 芦名定道）2000年 
(4) Tillich[1958], pp.3-4 
(5) こうした研究者を含む最近のキリスト教思想における科学論の動向については、注３の文献の他に、次
の文献も参照。 
    Ian G. Barbour, Religion and Science. Historical and contemporary Issues, Harper San Francisco 
    1997 
(6) 芦名定道『ティリッヒと現代宗教論』（北樹出版 1994年）86-99頁 
(7) 「文化の上なるキリスト」(Christ above Culture)はニーバーが『キリストと文化』 (H.Richard 













る  進化論評価との相違に留意しなければならない。 
(10)シェリングからの引用は次のテキストから行われる。なお、ティリッヒのシェリング論については、次
の拙論を参照。 
    F.W.J.Schelling, Sämmtliche Werke (Hrsg.v.K.F.A.Schelling). 1856-1861 Stuttgart /Augsburg 
  芦名定道「ティリッヒの根本的問いと思想の発展史」（『パウル・ティリッヒ研究２』 
             聖学院大学出版会 2000年） 
(11)アリストテレスからヘーゲル、シェリングに至る自然哲学の展開については次の文献を参照。     
松山壽一『ドイツ自然哲学と近代科学』北樹出版 pp.212-248 
(12)こうした観点からのティリッヒ研究としては次のものを参照。 
  Gert Hummel(hrsg.), Natural Theology versus theology of Nature ?  Tillich's thinking as impetus 
for a discourse among theology, philosophy, and natural science, de Gruyter 
1994  
    Roy D. Morrison, II, Science, Theology and the Transcendental Horizon. Einstein, Kant and 
Tillich, 
                        Scholars Press 1994   
(13)ティリッヒのヘーゲル論、とくに若きヘーゲルにおける「生の弁証法」に関する議論については、次の
拙論を参照。                                   








    Perry LeFevre(ed.), Paul Tillich. The Meaning of Health. Essays in Existentialism, 
Psychoanalysis, 
                       and Religion, 1984  
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    Karin Schäfer, Die Theologie des Politischen bei Paul Tillich unter besonderer Berücksichtigung 
                  der Zeit von 1933 bis 1945,  Peter Lang  1988  
(16)こうした医療人類学の議論を聖書学（イエス研究）に積極的に結びつけているものとして、次のクロッ
サンの研究を参照。 
    John Dominic Crossan, The Historical Jesus. The Life of a Mediterranean Jewish Peasant, 
                          HaperSanFrancisco, 1992  
                         , Jesus. A Revolitionary Biography, HarperSanFrancisco, 1995 
(17)共観福音書におけるイエスの治癒物語の原初形態（その理念型）に関しては、次の荒井説を参照。また、
この問題については、次の拙論も参照。 
   荒井献『イエス・キリスト』（講談社 1979年） 




    Jürgen Moltmann, Gott in der Schöpfung. Ökologische Schöpfungslehre, Chr.Kaiser 1985, 





    清水博『生命を捉えなおす 生きている状態とは何か 増補版』（中公新書 1990年） 






  Paul Davies, God and the New Physics, J.M.Dent & Sons Ltd., 1983   
    Langdon Gilkey, Nature, Reality, and the Sacred. The Nexus of Science and Religion. Fortress 
                    Press 1993, p.62                      
   
[付記] 本稿は平成10,11年度文部省科学研究費補助金（基盤研究(C)(2)）による研究成果の 
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